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本研究では，太陽系の惑星の起源と進化過程の解明を目指し，宇宙化学・地球化学・天体物理学的数値
計算や，隕石試料の精密化学組成分析を行った。本研究における主な成果は、以下の通りである。

A. 酸素の少ない条件下で形成した隕石の分析に基づき、太陽系物質間で不変であるとされていた元素比
（Ca/Al, Al/Tiなど）が、還元的環境下では変動することを見出し、惑星組成論の前提の再考の必要性を
指摘した (Yoshizaki et al., 2020)。

B. 火星由来の隕石や探査機データに基づき，火星の化学組成と内部構造の数値モデル化に成功した (Yoshizaki
and McDonough, 2020)。

C. 成果 Bに基づき、火星と地球，小惑星の化学的・物理的特性を比較し，各天体の形成進化過程を制約
した。特に、小惑星由来の隕石を、その構成物質毎に分けて惑星と比較し、天体集積論と組み合わせて
議論することで、天体の化学組成と集積過程を包括的に説明できるシナリオを構築した (Yoshizaki and
McDonough, 2021)。

D. 月の形成過程（巨大衝突）に関し、先行研究において用いられていた衝突天体の化学組成についての
仮定を再検討し、月の起源物質や天体衝突前後の地球の進化過程に関する新知見を得た (Yoshizaki and
McDonough, 2021)。

E. 小惑星由来の隕石の密度や化学的特徴に基づき，太陽磁場により太陽系惑星の密度に多様性が生じた可
能性を提案した (McDonough and Yoshizaki, 2020)。

上記の成果は、水星・金星・地球・月・火星・小惑星といった太陽系内の幅広い天体の化学組成と形成
過程、そしてそれぞれの関連について、新たな知見をもたらすものである。
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